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アプリで市報あまがさきが読めます

やさしい日本語にも対応P6 

P6
必要な量の購入にご協力を
家庭ごみ指定袋以外でのごみ出しを９月３０日まで延長
市役所での窓口業務は１０月9日まで
マイナンバーカード窓口業務を市役所から出屋敷リベル２階に変更

自分に合った
多様な学びの場多様な学びの場
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そこだけじゃな よ

学校じゃないとこで
なんかしたい

　成
長
期
の
子
ど
も
た
ち
の
感
情
は
ゆ
ら
ぎ

や
す
く
て
繊
細
。
楽
し
い
感
情
が
あ
る
一
方

で
、「
今
日
は
…
…
」「
何
と
な
く
…
…
」の
よ

う
に
心
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
り
、
周
り
の

子
と
自
分
の
違
い
に
戸
惑
い
を
感
じ
た
り
、

時
に
は
気
持
ち
に
体
が
つ
い
て
こ
な
く
て
う

ま
く
表
現
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
こ
と
も
。

　保
護
者
の
皆
さ
ん
は「
こ
の
子
の
将
来
は

大
丈
夫
だ
ろ
う
か
」と
不
安
に
な
る
こ
と
も

あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
時
期
は
温
か

く
寄
り
添
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
子
ど
も
の

様
子
に
変
化
が
あ
れ
ば
意
思
を
十
分
に
尊
重

し
な
が
ら
、
休
養
が
必
要
な
場
合
も
あ
る
こ

と
を
理
解
し
、
状
況
に
合
わ
せ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

教室って誰かに
見られてる気がして

緊張する

子
ど
も
た
ち
の
心
の
中
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が

生
ま
れ
て
い
ま
す

今
日
の
放
課
後

何
し
よ
か
な
ー

人
が
少
な
い
方
が

集
中
で
き
る

ま
た
テ
ス
ト
や

最
悪

この時間が
一番好き

別に悩んで
へんし、
ほっといてー

大勢の
人と話すの
苦手やな……

なんか
学校行きたく
ないんよな

自
分
の
ペ
ー
ス
で

勉
強
し
た
い
な

どんな感感じ??

子どもを取り巻く社会や生活の環境が大きく変化する中で、一つの環境に
なじみにくいと感じる子どもたちもいます。本市では、子どもたちのさまざまな
感情や意思を大切にし、一人ひとりに合うように多様な学びの場を用意しています

ID1002011
■問こども教育支援課
☎６４０９-４９９５
■FAX６４０９-４２９９

あまがさきの学びの場学びの場はこんなにたくさん！
自分に合った
多様な学びの場多様な学びの場

特 集

子どもたちの

色 な々キモチ
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自分らしく学べる学校です

Real Voice

机を自由に移動させて授業を受けるこ
とができます

　標準的な年間授業時間を2〜3割抑え
て、その分総合的な学習の時間（生徒ごと
の個別最適な学びと協働的な学び）を充実
させています。

　生
徒
の
安
心
と
安
全
へ
の
配
慮

は
も
ち
ろ
ん
、
言
葉
遣
い
や
声
の

大
き
さ
、
目
線
や
声
掛
け
の
タ
イ

ミ
ン
グ
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、生
徒
が
自
ら
考
え
た
り
、

苦
手
な
こ
と
と
向
き
合
っ
た
り
す

る
時
間
を
設
け
る
と
と
も
に
、
本

人
の
も
っ
と
知
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
生

徒
た
ち
が
尼
崎
琴
葉
を
卒
業
し
た

後
、
自
信
を
持
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の

進
路
へ
進
ん
で
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
精
い
っ
ぱ
い
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

　登校時間が遅めで下校時間
は早め。各学年１クラスずつ
で、各10〜15人程度の少人
数クラスです。

　スタッフ全員で子どもたちの
学習・生活面をサポート。授業
は複数のスタッフで実施。

ビーズクッションやハンモック風のい
すなどに座って思い思いに過ごせます

丸みを帯びた広いカウンターは、お互
いの姿が見えやすいよう設計

　今年４月１日、「子ども中心の視点に立ち、地域や社会、未来との
つながりの中、一人ひとりが最大限に心身ともに健やかで自分らし
く学べる場所」を目指して、尼崎琴葉中学校を開校しました。県内
初の独立した一つの学校として設置する形態（学校型・本校型）で、
通常の中学校よりもスタッフを多く配置し、生徒のペースを考えた
ゆとりと特色のある学びを中心に、多様な職種のスタッフが対話を
通して生徒一人ひとりの意思決定を尊重する新しい中学校です。

4月1日開校！ 学びの多様化学校

柔軟でゆとりのある時間割 気疲れしない環境 学習や生活を
サポートするスタッフ

尼崎琴
こと

葉
は

中学校

居心地の良さを追求した新校舎

生徒に寄り添い多様な学びを実現する仕組み

Point 1

Point 2

教室教室 サポートエリアサポートエリア スタッフルームスタッフルーム

「尼崎琴葉中学校」はこんな学校

スタッフの
コメント

柿白 あずさ 先生

みんなのみんなの

他学年とも
仲良く過ごせる

人数が少なくて
プレッシャーを

感じにくい

先生たちが
優しくて

フレンドリー！

開放感のある
校舎だから

過ごしやすい♪

ID1038841

　市内には、平日の日中から放課後や休日まで利用できる学びの場がたくさんあります。
今の自分の気持ちに合った過ごしやすい場所を一緒に見つけていきませんか

あまがさきの学びの場学びの場はこんなにたくさん！
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あまがさきの学びの場学びの場はこんなにたくさん！

学校内でホッとできる居場所があります

学習面でも生活面でも寄り添います

　自分の教室に入りづらい子どもたちが、安心して過ごすことができる
校内の居場所として整備を進めています。今年度中に市内すべての市立
小・中学校へ設置を完了する予定です。

　個別の相談や基礎学力
の補充、集団での活動な
どをサポートします。
　市内に３カ所展開して
います（EAST・WEST・
SOUTH）。

校内サポートルーム・エリア

ほっとすてっぷ

勉強だけでなく
さまざまな活動ができます

週に１回、
お昼からでも通えます

スタッフが気軽に
話を聞いてくれます

通った日は在籍校で
「出席扱い」にできます

自分のペースで
相談しながら通えます

Point 1

Point 1

Point 2

Point 2

Point 3

「校内サポートルーム」はこんな場所

「ほっとすてっぷ」はこんな場所

　子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
上
で
大

切
に
し
て
い
る
の
は
、「
お
は
よ

う
」の
時
の
様
子
。
声
で
そ
の
日

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
度
が
何
と
な
く
伝

わ
っ
て
く
る
し
、
う
な
ず
く
だ
け

の
子
や
マ
ス
ク
を
し
て
い
る
子
も

動
作
や
目
か
ら
表
情
が
読
み
取
れ

ま
す
。

　ル
ー
ム
内
で
子
ど
も
た
ち
が
頑

張
っ
た
こ
と
は
素
直
に
全
力
で
褒

め
た
い
。
好
き
な
こ
と
に
夢
中
に

な
っ
て
い
る
時
は
目
が
と
て
も
キ

ラ
キ
ラ
し
て
い
て
、
何
よ
り
い
き

い
き
し
て
い
ま
す
。

　し
ん
ど
く
な
る
の
は
み
ん
な
に

あ
り
得
る
こ
と
。
自
分
の
感
情
を

大
切
に
し
て
、
素
直
に
感
じ
て
く

だ
さ
い
。
あ
り
の
ま
ま
の
あ
な
た

で
大
丈
夫
で
す
。

　私
た
ち
ス
タ
ッ
フ
は
児
童
生
徒

に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
プ
ロ
ー

チ
と
距
離
感
を
大
切
に
し
、
保
護

者
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
く

こ
と
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
施
設
に
は
常
駐
の
心
理
士

の
ほ
か
に
、
か
つ
て
児
童
生
徒
た

ち
と
同
じ
悩
み
を
経
験
し
た
学
生

の
ス
タ
ッ
フ
も
お
り
、一
番
近
い

目
線
で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
存
在
と

し
て
子
ど
も
た
ち
と
接
し
て
い
ま

す
。
学
習
だ
け
で
な
く
、一
緒
に

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
活
動
し
て

い
ま
す
。

　ご
家
庭
で
悩
ま
な
い
で
、
ま
ず

は
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
安

心
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
ご
説
明
し
ま
す
。

スタッフの
コメント

スタッフの
コメント

尾方 増美さん

 向谷 章さん

Real Voice
みんなのみんなの

Real Voice
みんなのみんなの

ID1031523

異年齢の児童生徒と
交流できます

Point 3

スタッフや友達と

過ごせて楽しい！

いろんな人と

交流できることが

うれしい♪

いろんな話を聞いて

もらえてうれしい！

毎日使えるから
落ち着いて
登校できる
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　主に自宅からの外出が困難な子どもの家庭に大
学生や社会人のボランティアスタッフが訪問し、
おしゃべりや散歩、スポーツ、ゲームなど子ども
に寄り添った活動を行い、自主性やコミュニケー
ション力、社会性を育みます。ほっとすてっぷや
サテライト教室で学習などのサポートも。

　利用者の経済的な負担を軽減するために、「フリ
ースクール等利用支援補助金」を交付しています。
■対フリースクールなどを利用している市内在住
の児童生徒の保護者。ほかにも要件あり。

　学校に行きづらいが比較的外出ができて学習し
たい子どもたちを対象に、身近な学習の場として、
各生涯学習プラザなど市内８カ所で、こども自立
支援員が学習などをサポートしています。

尼崎市長

ハートフルフレンド

フリースクール

サテライト教室

おしゃべりもゲームも！
スタッフがおうちを訪問します

民間の支援施設
経済面のサポートも

集中して勉強したいときに 
地域の自習室

子 育 ての悩 み 全 般につ いて

各学びの場に関するお問い合わせ

いくしあ 総合相談
☎6430‐9989

こども教育支援課
☎6409‐4995
■FAX6409‐4299

相 談 窓 口 はコチラ相 談 窓 口 はコチラ
まずは各学校へお気軽にご相談ください

　本市ではこれまで、子どもたち一人ひとりに無
理なく自分のペースで安心して過ごしてもらえる
よう、子どもの状態に応じた支援メニューを段階
的に充実させてきました。今年度は、尼崎琴葉中
学校を開校し、年度内には市内すべての市立小・
中学校に校内サポートルーム・エリアが設置完了
します。これらが学校に行きづらい子どもたちの
学びをサポートするための選択肢の一つになるよ
う、また、保護者の皆さんが安心してお子さんを
送り出せる場となるよう、これからも多様な学び
の場の充実を図ってまいります。

Real Voice

Real Voice

ID1031524

ID1031287

ID1043664

放課後や休日に！ 気軽に
立ち寄れる自由なスペース

　毎月第４水曜日（9月は第5水曜日）午後４時30分～６時30
分（小学生は５時まで）、中央北生涯学習プラザで。■問中央地
域課☎6482–1760■FAX6489–9300。

　毎日午前９時～午後９時（水曜日を除く）、小田南生涯学習プ
ラザで。■問小田地域課☎6488–5441■FAX6488–5459。

　毎月第２火曜日午後４時～ 6時、大庄北生涯学習プラザで 
■問ユース交流センター☎6423–7788■FAX 6409–4551■休
月曜日（祝日の場合は開館）。

　毎月第４週目の平日（水曜日を除く）午後６時～８時、立花南
生涯学習プラザで。■問立花地域課☎6427–7770■FAX6427–
7773。

　毎週火曜日午後3時～ 5時、武庫西生涯学習プラザで。■問武
庫地域課☎6431–7884■FAX6431–9542。

　子ども・若者たちが放課後や休日に集まれる拠点として、さ
まざまな活動をサポートする設備や環境を整えています。
■問同センター☎6423–7788■FAX6409–4551■休月曜日（祝
日の場合は開館）。

　おおむね18歳までの子どもたちが気軽に立ち寄れる居場所
が市内に41箇所あります。■問こども青少年課☎6423–
9996■FAX6409–4355。

　三和本通商店街にあるユースセンター。火・
木・日曜日の午後2時～9時、フリースペース
でゆったり過ごせます。問い合わせはこちら

各地区の主な居場所

中央

小田 

大庄

立花

武庫

園田

ユースカフェ ㏌ 梅プラザ

ODA YOUTH SPACE

大庄Youth Space

PLAZA Dé Cafe Time

ティーンズMUKOカフェ

ユース交流センター

キッズ＆ユーススポット

阪神尼崎ユースセンター H
ヒュッゲ

ygge

ID1042549

ID1026612

ID1033525

ID1042568

ID1002692

ID1016894

ID1036992
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